
1 

令和６年度 第１回 にじバス協議会 

 

 開催日時：令和６年５月２０日（月）午後２時～午後３時２０分 

 開催場所：小平市役所 ５０３会議室 

 出席人数：・にじバス協議会…５人（欠席３人） 

     ・傍聴…なし 

 

１ 挨拶・自己紹介・進行役の選出 

  出席者の挨拶及び自己紹介を行い、進行役に小平商工会の森谷事務局長を選出 

 

２ 「小平市の地域公共交通基本方針」の策定について（報告） 

（「小平市の地域公共交通基本方針」のパンフレット） 

〇公共交通課から資料に基づき説明 

質疑なし 

 

３ 令和５年度コミュニティバス・コミュニティタクシー乗車実績について(報告) 

  （資料１―①②） 

 〇公共交通課から資料に基づき説明 

質疑なし 

 

４ 令和５年度ぶるべー号利用者アンケート集計結果について（報告） 

  （資料２） 

〇公共交通課から資料に基づき説明 

 質疑なし 

 

５ 小平南西部地域におけるデマンド型交通の実証実験運行について 

（資料３） 

〇公共交通課から資料に基づき説明 

◆意見等 

 ・コミュニティタクシー（上水本町・一橋ルート）の実証実験運行の際は、四小通りの停留所でに

じバスから乗換えると鷹の台駅方面に行けるので良いと思っていたが、駅までは行かず手前の

「中央公園入口」までしか行くことができなかったので利用者が少なかったのではないか。乗合

タクシーは鷹の台駅まで行くのか。 

 →（公共交通課）上水本町エリアでは、鷹の台駅までは行くことができない。鷹の台駅に近い乗

降場所は、実証実験運行の際にも停留所を設置した「中央公園入口」か「みのり村」とな

る。西武国分寺線を越える際に時間が掛かることがネックとなることから運行エリアを二つ

に分けており、鷹の台駅西側エリアでは、駅前のロータリーに乗降場所を設置している。に

じバスの「山王住宅」、「鎌倉街道公園」、「津田公民館・図書館」のバス停と乗降場所を

共用しているので、にじバスと乗換が可能である。 
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・コミュニティタクシーの実証実験運行は運行期間が短かったため、広く周知される前に終わって 

しまった感じがする。実証実験運行期間は長目に設定した方が良い。 

→（公共交通課）前回は６カ月程の期間を区切って３ルートで実証実験運行をしたが、今回は乗

合タクシーという新しい交通手段のため１年間行う。 

・乗合タクシーを利用するには登録が必要とのことだが、利用者登録数は。 

→（公共交通課）５月７日から登録を開始したが、１０日間で６０人程である。 

・予約が無い場合はどうなるのか。また１人でも運行するのか。 

→（公共交通課）予約が無い場合は、運行しない。同じ時間帯に同じ方面に行く人がいる場合は

乗合となるが、いない場合は１人で利用できる。 

・乗降できるのは乗降場所のみか。 

→（公共交通課）乗降場所のみで、自宅は乗降場所に含めていない。タクシーとの競合を避ける 

ためである。 

・予約はいつまでできるのか。 

→（公共交通課）乗車日の１週間前から、３０分前まで予約することができる。予約をしようと

する時間帯に既に先の予定が入っている場合予約ができないが、前後の時間で決まっていれ

ば、早めに予約をすれば良い。 

・今後、市の中央エリアが整備されるが、上水本町に住む人は乗合タクシーで行くことができるの

か。 

→（公共交通課）中央エリアは運行エリア外のため乗降場所を設置できない。一番近くの乗降場

所として「中央公民館・図書館北駐車場」が設置されている。 

・コミュニティバス・コミュニティタクシー共通１日乗車券は、乗合タクシーにも利用できるの

か。 

→（公共交通課）実証実験運行中は利用できない。本格運行に移行する際に検討する。 

・乗合タクシーの周知・ＰＲをどのように行っているか。 

→（公共交通課）市報やホームページで周知する他、全自治会へ周知チラシの回覧を依頼した

り、自治会の総会に出向いて説明したり、公民館や地域センターで説明会を開催している。

運行が始まってからも広く継続的に周知を行っていく。 

・実証実験運行期間が令和７年５月３０日までで、６月１日から本格運行になるということか。 

→（公共交通課）本格運行へ移行するための判断は、実証実験運行が終わってから行うのではな

い。切れ目なく運行できるように、国土交通省への手続きを行う必要があることから、運行

期間中に判断していくことになる。 

 

６ 路線バス（にじバス）の現況報告 

〇公共交通課から説明 

にじバスを運行している西武バスから、コロナ禍による生活様式の変化による利用者が減少する

中、資材や燃料費等の高騰や、乗務員の改善基準告示への対応、担い手不足の問題に直面してお

り、厳しい事業運営を強いられている状況であるとの報告があった。 

路線バスについては、４月１３日から当面の間、土曜ダイヤを日曜ダイヤへ変更し、減便が生じ

ている。にじバスについても、今後、減便せざるを得ない状況になることが考えられる。現在、に

じバスの土曜日の乗車状況は、平日の７割程、年末年始は６割程となっている。本年３月策定の
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「小平市の地域公共交通基本方針」においても、地域の実情等に応じた時刻表、運行ルート等の見

直しに向けた検討を支援することを位置付けていることから、今後、利用状況や地域のニーズ等を

踏まえ、運行時間や運行日数等の運行計画の見直しに向けて、運行事業者とともに、にじバス協議

会等の地域の意見等を伺いながら調整を図っていく。 

 

◆意見等 

 ・にじバスは時間帯によって混んでいる時もあれば、空いている時もある。現在、一律に２０分間

隔のダイヤだが、見直す必要があるのでは。民間事業者であれば、同じ運行間隔では収支が合わ

ないことは分かっているから、運行実態に合わせた見直しを行うノウハウを持っているのでは。 

→（公共交通課）以前から運行間隔の見直しについての話はあった。乗車状況について、朝夕は

多く、日中は少なくなる傾向がある。 

・もっと遅い時間帯まで運行してほしいというニーズがあるのでは。 

→（公共交通課）意見については、運行事業者へ伝えていく。 

 ・にじバスの土日曜日の乗車状況は。 

→（公共交通課）土日曜日の乗車人数は平日に比べ少ない。今年３月に策定した「小平市の地域

公共交通基本方針」において、地域の特性・ニーズに即した地域公共交通ということで、利

便性の高い公共交通とするために、地域の実情等に応じた時刻表や運行ルート等の見直しに

向けた検討を支援することとしている。コミュニティタクシーの土日曜日の運行について

は、ニーズ調査を実施するとともに、運行事業者とも協議をして検討する。 

・現在、にじバスのバス停に１日乗車券を利用してぶるべー号にも乗車できることを表示している

が、ぶるべー号が土日曜日に運行していないことが記載されていない。土日曜日に使おうとして

も使えないので、案内した方が良いのでは。 

→（公共交通課）現在、表示している案内に、ぶるべー号が土日曜日に運行していないことを追

記する。 

・ダイヤ改正の実施時期は決まっているのか。 

→（公共交通課）まだ、決まっていない。 

 ・全国的にも民間バス事業者の負担を増やせないことから、自治体がカバーしている状況と認識し

ているがが、市の公共交通に掛ける予算は増えているのか。 

→（公共交通課）市が負担するにも限界がある。運行事業者にも企業努力をしてもらう必要があ

る。現在、にじバスは２０分間隔で運行しているが、道理交通事情や乗降に時間を要する状

況があり遅延が生じ、定時運行に限界が生じている。遅延により利用者離れが進んでしまう

ことから、定時性を確保するためには乗務員の増員が必要であるが、乗務員不足の中、対応

が難しい状況と聞いている。市の公共交通については、コミュニティバス、コミュニティタ

クシー、デマンド型交通を総合的に考えていく必要がある。運賃収入以外の収入として車内

広告の確保や、運賃体系の見直しをすることで市の負担を減らすことができる。 

・乗務員不足の中、バスの運行が減っている状況である。運行経費が掛からないように、減らす方

法を考える必要がある。例えば、ゴルフ場の無人電動カートのように、自動運転する交通手段に

ついても、今後考えていった方が良い。 

・今後、中央エリアが整備されるが、アクセスについても考える必要があるのでは。 
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・バスを待っていて定時に遅れているとイライラしてくる。あと何分で来るかが分かれば良い。バ

スロケーションシステムを導入することも考えてみてはどうか。 

・ダイヤ改正を実施する際は、西武バスが判断するのか。 

→（公共交通課）決めるのは西武バスであるが、地域公共交通会議において、ダイヤ改正の経緯

や理由等を報告することが必要と考える。 

 

７ バスとタクシーのひろば in 小平２０２４について 

 〇公共交通課から資料に基づき説明 

質疑なし 

 

８ その他 

  特になし 

 

 

 

 


